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【様式１】 

＜エントリーシート＞ 
 
※ 事 務 局 記 入 欄

№：C - 14  

部門 
校内研修部門 

学校名・氏名 
 

岐阜大学教育学部附属小学校 
 

活動名 
主体的に参加する授業研究 

〜子どもの事実はマネジメントの宝〜 

課題の設定： 

 若手教諭の増加、本校勤務年数の短い教員増加ということから，議論が深まらない、授業成果が確認
できない授業協議会が続いていた。そこで、授業提案にとどまらず、授業協議会を改善するとともに、他校
との協働を促すことで、参加した教師が授業力の向上を自覚できる実践研究となると考え実施している。 

方針・計画： 

 研究意図を提示し，参加者に共通理解を促すことによって，授業者の計画に沿った意見を述べること
ができたり，議論を深めたりすることができる。授業場面では、参会者は抽出した児童を見取り、その様子
を交流し合う協議の場を設定した。児童の姿から学ぶ時間を取ることで、主観的な意見の言い合いになる
ことのない議論が展開できる。協議会後には、全体の意見を推進委員会によって、振り返りとまとめていく。 

活動内容： 

・ 研究推進委員会にて，「全校研究会の考え方」（資料１）を作成。提案授業と自分の実践を関
連付け意見をもって参観分析が可能とした。提案授業の前時は，自由参観の時間として設定。 

・ 「全校研究会の進め方」と指導案を関連付け，研究授業を観る視点や記録の取り方を確かめること
で，授業分析力を高める。同時に、抽出児を追うことで子どもの思考の流れを学び合った。 

・ 研究協議に向けファシリテートの仕方，ホワイトボードのまとめ方など，教師の能力向上ももとめる。 
・ 市内の公立学校と協働の授業研究会とし、他校の授業力向上の場とした。他校の教師の多様な視
点を得て，それを改善に活かすことで，よりよい研究会になることを目指した。 

活動の成果： 

 参加者は，教職経験年数に関わらず，授業の児童の姿を根拠に，手立ての良し悪しや改善策等を
述べることができるようになった。子ども一人一人を見取ることの重要さを、職員一人一人が感じることがで
きた。グループのファシリテーターは研究会の論点から外れることなく、議論を進めることができ，発表者もグ
ループの意見を要点を絞った発表ができた。 
（参加者より） 
・ 授業者の指示・意図と子どもの姿をじっくり見つめられて，改めて児童理解の大切さを実感した。 
・ 自分の実践と比較しながら話したり，「○○（教科）でいうと，△△ってこと」と教員らしく自分が実施
するときにはとか、自分の教科に置き換えて話しをしたりすることができるようになった。 

・ 「全校研究会の考え方」が事前に示され，授業者の計画意図を意識した参観ができるようになった。 
・ 参加者が共感的に聴いてもらえる雰囲気があり，若くても話しやすく意見が言いやすい。 
・ 児童の様子とそれに関わる働きかけが、付箋で俯瞰でき、授業から研究の視点が明確になる。 

アピールポイント（アイディアや工夫）：  

・附属の校内授業研究会を公開し、地域の学校の協働の授業の場とする。 
・協議方法や資料、授業資料等は、他校の授業研究会でも活かせるように公開している。 
・経験年数の若い教師と、中堅の教員が、授業中の児童の思考の見取り方を小グループで交流できる。 
・授業改善の方法が，ＰＤＣＡサイクルに乗せやすく、授業者も次時から修正を試みることができる。 
・誰もが参加しやすい開かれた研究協議の場であり、公平に意見を取り扱える。 
 

資料１「全校研究会の考え方」(一部)に記された授業研究と日々の自分の授業との関連 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
資料２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 抽出児童の実態からみられた様子を付箋に ファシリテーターを中心とした授業分析の 
記してホワイトボードミーティング。   観点と実態からみられる分析の話し合い 

 
資料３「全校研究会の考え方」(一部)に記されている授業改善への方向性。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

  




